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スーペリアーをみつけた。

エイゾウ

　

　

はじめに

　

サクネンあきにかきあげ、いまやっとヘンシュウにはいった。それもイッケン、ニケンほ

かのしごとをしていたからだが、データになるとケンサクしやすいというメリットがあ

る。ゴゾンジのかたもおられようが、わたしのズイヒツは、テーマごとにまとまってい

ない。だから、あるテーマのギロンのすすみぐあいは、ケンサクによってハアクするの

がもっともはやいホウホウである。ダイジなテーマについては、おぼえているつもりだ

が、それでもふりかえることがある。そういうイミでゲンダイブンメイにおセワになっ

ている。

もうさくらがさきはじめ、まもなくマンカイになるという。そうやってダンダンとしを

かさねていく。「わたし」もそうだが、エル（ウンドウ）はつづいていく。そして、その

エルをつづけるためにも、ブッシツがサイリヨウされればいとおもう。その「リサイク

ル」がいまのわたしのおおきなテーマである。

　

　

ニセンジュウキュウネン サンガツ ニジュウハチニチ

　

　

　

イチ

　

ケイザイのことをはかるのに、「コクナイソウセイサン」というスウジをつかったりす

る。それはシジョウでのうりあげなどのスウジをもとにケイサンされるのだろう。そう

いうスウジをもっていなければ、ケイサンできない。ギョウセイキカンだから、そうい

うケイサンができるのだろう。しかし、イッパンには、そのもとデータがしめされない

ために、まちがったジョウホウでも、まかりとおるかもしれない。

わたしは、ケイザイのことは、ドウロをはしるくるまをカンサツしてはかればよいとお

もっている（『むしのツゴウニンゲンのツゴウ』［イカ、『む』］ヒャクジュウイチ、『む』

ヒャクハチ、『アルクカラカンガエル』［イカ、『ア』］ニヒャクサンジュウイチ、『ア』ニ

ヒャクニジュウゴ）。あそびではしるくるまもあるが、にもつをのせたカモツシャがは

しっているのもジジツである。さすがに、そのなかになにをつんでいるかまではみえな

いが、それらがはこばれるということは、ジュンスイなケイザイカツドウである。ヘイ

キンテキなカモツのねだんをケイサンすれば、あとはカモツシャがどうはしるかで、ケ
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イザイのカンサツができる。

はしるかずがおおければ、ケイキはいいだろうし、すくなければ、ケイキはわるい。そ

れをジンコウエイセイからカンサツすれば、ケイザイジョウタイがはかれるとおもうの

である。しかし、それをやっているとはあまりきかない。シャカイガクでも、ブンケン

ケンキュウとジッチケンキュウがあるが、ブンケンケンキュウのホウがさかんなのかも

しれない。しかしながら、ジッチケンキュウのホウがおもしろいとおもうのである。

　

ニ

　

「ガマン」ということばがある。サイキンはあまりきかれなくなったかもしれない。わた

しのちいさいころは、おやじに、なにかたべようとしたところ、バンゴハンまで「ガマ

ン」しろといわれた。しかし、わたしは、そのガマンがにがてだった。わたしのトウジ

のニンシキでは、ガマンするというのは、なにかをする、「もとめる」ことをやめる。と

いうことだった。

しかし、サイキンになっておもうのは、「ガマン」の「マン」というジがしめすように、

なにかをおくらせることではないかということだ。つまり、「ガッキをかうのをガマンす

る。」というときには、「ガッキをかうのをやめる。」のではなくて、もっとチョウキテキ

に、「かう」ということだ。たとえば、イチネンとかゴネンのながさでだ。

そうやって、ゆっくりかうとどうなるか。うりては、そのブンだけうりづらくなるから、

やすくしたりするかもしれない。そうすると、ガマンしたブンだけやすくかえるかもし

れない。しかし、みんながかうしなものもあるので、たとえばショクリョウなど、ガマ

ンすればやすくかえるとはかぎらない。うりきれてしまうこともある。

そうやって、ガマンすることを「デフレケイザイ（ゲンインについては、セッチョ『オ

ンガクイチエンのジダイ』［イカ、『オ』］をサンショウ。●『オ』ヒャクサンジュウゴ）」

というかもしれないが、それはまたベツのモンダイのようなきがする。デフレはおかね

のながれでセツメイできるからだ。だから、「ガマンケイザイ」とよぶことにする。

そのガマンをとこうと、うりてはやすくする。うれなければこまるメンがあるからだ。そ

うやってかんがえると、カカクというのは、かいてからのジカンテキキョリできまるよ

うなきがする（ズイチ）。つまり、かいてからのジカンテキキョリがみじかければ、たと

えば、あしたとか、たかくてもかうだろうし、もっとさきだと、やすくしないとかわれ

ない。だから、ショウヒアドバイザーみたいなひとがいれば、「あれはおかいどくです。」

とか、「そのショウヒンはジュウネンゴにかうようにしましょう。」とかいえそうなので

ある。
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サン

　

「まとめがいをするとおとくだ。」のようにひとはいう。たしかに、イッコではなくて、イ

チケースかってしまったホウがやすかったりする。つくるホウも、まとめてかってくれ

たホウがやすくうれるというのがある。ジムテキなコストがやすくできるからだ。リョ

ウシュウショをジュウマイかくより、イチマイですめば、そのブンジカンをほかのこと

につかえる。やはりつくるホウとしては、それをイシキせざるをえないかもしれない。

それなら、「レイゾウコゴジュウネンブン」とかうっていてもよさそうだが、あまりそう

いうはなしはきかない。さすがにいつこわれるかは、ヘイキンチはケイサンできても、コ

ベツテキなそれまではケイサンできないのであろう。

そういうわけだから、まとめうりでヒヨウをサクゲンしようとおもうのである。イミも

なくヨンサツのホンをまとめたらうれるであろうか。ニホンでは、うすいホンがはやっ

ているが、そういうやりかたのホウがうれるのではとおもう。
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よん

むくどりがわたしのヘヤのとぶくろにシガツはじめから、すをつくりはじめて、そろそ

ろたまごをうんだとおもわれる。すをつくっているときは、かれくさをくわえていたか

ら、なかなかったが、サイキンまたなくようになったからである。たまごにはなしかけ

ているのかもしれない。

ほかのとりにみつかりにくいところとはいえ、シンパイのようだ。しょっちゅうたずね

てくる。よるはよるでイッショにやすんでいるのか、あるとき、わたしがテツヤでしご

とをしていると、むくどりがねぼけたようにとぶくろにぶつかっていた。わたしがシィ

ディをならしてうるさかったのだろう（ショウオンリョウだったが。）。だから、シィディ

をならすのをとめた。

とりとセイカツしていると、そういうきくばりもヒツヨウかもしれない。ニンゲンもデ

ントウがなかったら、よるはすぐにねてしまうだろう。しかしながら、わたしはそうい

うゲンダイテキなセイカツをしている。

　

ゴ

　

ニジュッセイキは「マスメディア」がはやった。ここでの「マスメディア」とは、「ドク

シャ」、「シチョウシャ」スウのおおいジョウホウバイタイのことである。テレビやシン

ブン、ラジオなどは、ドクシャ、シチョウシャがイッセンマンニンをこえることがある。

そういうマスメディアである。

しかし、ハチジュウネンダイからのコセイカのシンテンにより、ニホンジンは、かなら

ずしもネンマツのうたばんぐみをみなくなったし、シンブンをよまないわかいひともふ

えただろう。かわりにいまでは、ドウガトウコウサイトをみたり、オンガクききホウダ

イサービスをきいていたりする。

それらは、キゾンのテレビ、シンブンなどからすれば、チョウセンシャである。まえにも

かいたが、テレビのひとりイチジカンあたりのヒヨウはゴエンテイドだが、オンガクき

きホウダイのサービスは、ひとりイチジカンあたりヤクイチエンである（●『オ』ヒャ

クサンジュウハチ）。ドウガトウコウサイトもそのテイドだろう。テレビはコウコクでま

かなわれているのだけれども、もっとやすいイチジカンイチエンのホウにひとのカーソ

ル（イシキのむき）があつまることはヨウイにソウゾウできる。

だから、そのチョウセンシャのエイキョウで、キゾンのおおてバイタイは、セイサクヒ

をけずり、うりあげをおとしているときく。シィディもホンもまえよりうれなくなった

という。それはそうだ。シィディはかつてイチマイサンゼンエンだったが、ききホウダ

イでイチジカンイチエン。どっちがおとくかはタクサンのオンガクをきくひとならコウ

シャだろう。

ホンやザッシもよみホウダイがふえつつある。エイガやアニメもそうだ。ひとりイチジ

カンあたりイチエンというのが、チョウセンシャのチョウセンだから、チョウセンシャ
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がこけないかぎり、ほかのジョウホウもそのカカクにちかづくだろう。たかくねだんを

セッテイすればうれなくなるだけだ。だから、コウコクもひとりイチジカンあたりイチ

エンが、トウメンのスタンダードとケイサンできる。

つまり、ヒャクマンニンにシチョウしてもらえるジョウホウなら、ヒャクマンエンうり

あげられるということだ。イッセンマンニンならイッセンマンエン。つまり、イチダウ

ンロードあたりイチエンということだ。そのチョウセンシャのキジュンにテレビキョク

やほかのジョウホウバイタイはあわせきれていないから、しばらくは、キゾンのおおて

バイタイとつきあっていれば、ひとりイチジカンあたりサンエンとかのねだんで、サク

ヒンをつかってもらえることもあるだろう。

しかし、それはながつづきしないだろう。そういうスタンダードにあわせるジョウホウバ

イタイがふえれば、それぞれがドクシャ、シチョウシャをかかえるまるでザッシのよう

なミディアムのジダイがくるかもしれない（マルチメディアとサイキンはいわなくなっ

たが。）。テレビというのはキョウリョクなデンパだが、そのブンコストもかかるだろう。

テレビとコウコクとシチョウシャとタイリョウハンバイテンとコウバイシャというのは、

（アメリカ）ガッシュウコクがうんだテレビシホンシュギだが、ニホンジンがそれからリ

ダツするひもくるかもしれない。

ゴヒャクマンニンしかみないテレビバングミなら、ゴヒャクマンエンでウンヨウするよ

うだからだ。それではやっていけないだろう。そういうかんじでブンサンがたのミディ

アムがテイチャクするかもしれない。

　

ロク

　

シィディがうれなくなったジダイ（かつて、わたしはシィディのジッセイカカクをケイ

サンした。そのカカクは、ニヒャクジュウエンほど。●『よろこぶゲンシジン』（イカ、

『よ』）ハチジュウキュウ）のオンガクアーティストはショーをやってかせぐのがいいと

いうはなしをきく。

しかし、それにもゲンドがあるとおもう。ショーをやってかせぐまではよいが、その

ショーのエイゾウがキロクとして、ドウガトウコウサイトなどにコウカイされてしまう

からだ。そうすると、ショーのエイゾウがふえ、やがて、そのゼンブのカカクがゲラク

してしまう。データのカカクゲラクというわけである。

そうすると、そのエイゾウから、コウコクシュウニュウをえていたところ、それがへっ

てしまうことになる。それでもすきなひとはささえるだろう。しかし、アイコウシャが

ふえなければ、むずかしいとなる。

ショーもショーでニホンではえらくたかい（ななセンエンなど）から、かねのあるアイ

コウシャしかあつまらない。オンガクがイチジカンイチエンのジダイ（●『オ』ヒャク

サンジュウハチ）に、イチジカンハンでななセンエンじゃ、フツウのひとはどちらをえ

らぶかとなる。

そのプレミアムショーがどこまでつづくかは、キョウミぶかいが、ポップスもキゾクの

ためのクラシックになってしまったかもしれない。
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なな

　

わたしはチュウガクセイのころからヘンサチとつきあうようになった。たかがヘイキン

チからのキョリをはかるスウジだが、それによって、シンロがサユウされるのはなんと

なくわかった。ただカクリツテキにアンテイしたシンロをえらべるということだが。ど

このコウコウが、はいるのがむずかしいのかなどは、まとめられたガッコウアンナイを

みているうちにわかった。

それでわたしもがんばればよかったかもしれないが、ザンネンながら、キョクをつくっ

たり、バンドカツドウをしたりするのにキョウミがあった。おまけにテレビゲームがは

やったセダイだ。それからもしばらくゲームをやりつづけた。コウコウはいかなくなっ

たが、オンガクやゲームはやめなかった。オンガクをつくっていたが、ゲームもつくろ

うとおもったことがある。キカイがそろわずジッサイにはつくらなかったが。

しかし、オンガクのみちはきびしい。トクにいまはイチダウンロードあたりイチエンの

（ムリョウのものもコウリョするともっとひくいだろう。）ジダイだ（●『オ』ヒャクサン

ジュウハチ）。せめてネンカンヒャクマンダウンロードされなければセイカツできない。

「だから、アルバイトをするんだ。」というかもしれないが、ガッキをかって、コンピュー

ターをかってとやっていたら、アルバイトでかせいだおかねなど、すっとんでしまうだ

ろう。

わたしは、オンガクのためにアルバイトはあまりしなかったが、ダイガクにいくために

したことがある。シュウいつかはたらいても、ダイガクのやすみキカンには、もうひと

つアルバイトをしても、ガクヒでほとんどきえていった。ダイガクもかねのかかるゲー

ムかもしれない。

しかし、いいガッコウにはいり、いいセイセキならば、いいキギョウにつとめられると

いううわさみたいなものがあった。ただ、わたしは、そのさきのシンロより、ダイガクで

は、そのゲームジタイがすきなってしまった。いまかんがえれば、そういうゲームはジ

ブンのヘヤでやればいいとおもう。ダイガクインにもいきたいとおもった。しかし、そ

んなにかせぎがよくなかったのでいかなかった。ショウガクキンをリヨウしても、かえ

せるかわからない。こういうガクセイもいた。

しかし、よかったのは、ジブンではたらいて、おかねをだしてガッコウにいったことだ。

それによって、ジブンがどのくらいできるのかとわかる。もっとしごとができるひとは

もっとかせいでいただろうし、もっとかせいでいないひともいたかもしれない。ガクギョ

ウのヘンサチよりも、ジブンのロウドウシジョウにおけるチンギカカクのホウが、より

シャカイテキなシヒョウだとおもう。

キセイがあって、ジキュウゴヒャクエンはダメとかがあるが、あなたのジキュウはなな

ヒャクエンですとかチュウガクセイのときにしめされていればよかったかもしれない。

ガッコウでガクギョウをがんばれば、ジキュウはあがっただろうか。ブンケイのばあい、

そうもいえなそうなのである。ガクギョウウンヌンよりサギョウのはやさとかニンゲン

セイがダイジだったかもしれない。
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オンガク、ゲーム、ガッコウのつぎのわたしのキョウミはホンだ。ジュウネンほどまえ

から、ホンをタクサンよむようになり、いまではホンをかけるようになった。オンガク

はケイサンしてみて（さきのような）、むずかしいとわかった。ゲームもつくるキザイが

ない。ホンはつくっているがどうだろう。ホンもケイサンすればむずかしいかもしれな

い。イチジカンイチエンだからジュウジカンでよめるホンだったら、ジュウマンダウン

ロードされなければセイカツできない。いまのところジュウマンダウンロードにはとど

かない。

こうやって、ゲンジツテキなスウジでしごとをえらんでいくといいとおもう。あかじを

だしてつづけるのもいいだろう。そういうシジョウのドウコウをみてのケイカクだと、

イッサクをつくるのにかけられる（とおもわれる）ヨサンがきまってくる。わたしがシィ

ディをつくるのにかけられるヨサンは、コーヒージュッパイブンほどである。

ケイサンするとそういうことがわかる。おおものアーティストだって、ゴヒャクマンエ

ンテイドしかかけられないだろう。それをまぁうまくやればケッカができる。それだけ

のはなしだとおもう。

　

ハチ

　

コウコウ、ダイガクをでて、シュウショクせずに、まわりにガクモンのことをセツメイ

するひとがいたとする。そのひとはガクモンのセンキョウシだ。ゴジブンであたらしい

ハッケンをし、ドクジのガクセツをもっているならいいかもしれない。そうでないなら、

だれかがかんがえたキゾンのガクセツをひろめているにすぎない。オンガクではそうい

うソウチを「リバーブ」という。

オンガクではそれもダイジだが、シャカイではそれでかせげるわけではない。ショセン

だれかがかんがえたことをまねしているだけだからだ。ガッコウのキョウシとか、ジュ

クのコウシでもしたホウがいいだろう。ダイガクインにいってケンキュウするのもいい

かもしれない。ダイガクインでうまくふるまえば、ダイガクのコウシになるみちがある。

うまくやれば、キョウジュにもなれるだろう。

ダイガクのキョウジュになりたければ、ハクシゴウをもっていたホウがいいだろう。そ

れがないと、キョウジュにはなりづらいだろう。つまり、「ダイガクイン」は、ダイガクの

コウシとしてうまくやるためのドウグなのである。わたしもいきたいとおもったが、お

かねがなくてやめた。ベツにダイガクのコウシになりたかったわけではない。チシキヨ

クからそうかんがえてしまった。あぶなくガクモンのセンキョウシになるところだった。

ダイガクインはそんなところだとおもうが、フツウのダイガクはどうだろう。ダイガク

はサラリーマンとしてシュッセするためのドウグであろう。つまり、ショウシンのため

のドウグということだ。シュッセするのがすきなひともいるし、ゲンバがすきなひとも

いる。コッカコウムインで、ジョウキュウショクにつくか、カキュウショクにつくかの

ちがいみたいなものである。ゲンバでずっとやりたいなら、チュウソツでも、コウソツ

でもいいだろう。

わたしはコウコウよりオンガクをえらんでしまったので、いまでもオンガクをつくった
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りしている。しかし、そのむずかしさもリカイしつつある。ひとことでいえばタンカが

ひくいのだ。わたしのおやがダイガク、ダイガクといっていたので、センモンガッコウ

というセンタクシもしらなかった。

たしかにシュッセできたホウがいいかもしれない。しかし、センモンガッコウをでて、ゲ

ンバではたらいているというはなしをきくと、いいなぁとおもったりする。シュッセが

いいとはかぎらないとおもう。

　

キュウ

　

オンガクをひとりイチジカンイチエンでたのしめるはなしをした（●『オ』ヒャクサン

ジュウハチ）。イチエンだと、そううりあげはのびないかもしれないが、ひとつかんがえ

ようがある。それは、「どこで」うるかである。

あるトシにもイットウチはあるし、ショウテンのなかにもイットウチはある（とされ

る。）。イットウチにおけば（おとずれるひとがおおい。）、めにつくカイスウがおおいか

らうれるだろう。しかし、サントウチとなると、あまりキャクのめにつかない。だから

イットウチをめぐるキョウソウがおこるのではないかといえそうなのである。

どこかのデンシサイトのはじめのページにそれがショウカイされていれば、やはりつよ

いだろう。そういうスペースをめぐっておかねがうごきそうなきがする。ひとつは、タ

クサンのページのなかからの「コウゾウテキ」イットウチだろうし、もうひとつは、ペー

ジとページのイドウによるイットウチ「みちのり」だろう。

　

ジュウ

　

わたしはしばらくしたじき（ノートのしたにはさむあれである。）をつかっていなかっ

たが、あれをつかうと、ペンがスムースにうごくことがわかった。ベンリなドウグであ

る。オフィスのつくえにも、むかしはビニールのマットがしかれていたとおもう。いま

はパソコンがシュタイだろうから、あまりつかわれていないだろうが、ベンリなドウグ

である。

　

ジュウイチ

　

オンガクがひとりイチジカンあたりイチエンだと（●『オ』ヒャクサンジュウハチ）、ヒャ

クマンダウンロードされても、ヒャクマンエンにしかならない。そうすると、セイサクヒ

も、ヒャクマンエンイナイでやらなければならない。センダウンロードしかされないア

マチュアミュージシャンのばあいは、センエンのヨサンでとなる。コーヒーをジュッパ

イのんだらおわりだ。そんなかんじじゃ、なかなかガッキはかえないだろうが、そうい

うヨサンをしっかりまもってつくられたものもある。ヒップホップというオンガクジャ
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ンルだ（ガッキはマイクとサンプラーぐらいしかつかわない。）。

ニホンでもキュウジュウネンダイコウハンにはやったが、そういうセイシンはダイジだ

とおもう。ニホンではギターイッポンのひきかたりもある。そういうやりかたがある。エ

レキギターやエレキケイのガッキをつかうバンドはゆたかなくにでうまれた。ゆたかだ

からエレキギターなのだ。ゆたかでないなら、ひきかたりでいいのでは。

　

ジュウニ

　

あるセイヒンがうれると、まあうれそうなかぎり、そのセイヒンはまたつくられる。あ

るサービスもまたリヨウされておかねがテイキョウシャにはいりそうだと、またおなじ

サービスはつづく。

ダイタイのセイヒンにはこういうことが、いえるとおもうが、シュウキョウはどうだろ

う。シュウキョウがスイタイしたともいわれるし、ハツもうでのコンザツはかわってい

ないともいえるとおもう。それがテイキョウシャ、ショウヒシャソウホウのリエキにな

れば、セイヒンドウヨウにつづくとおもわれる。イチジはやったレイカンショウホウの

ようでは、そうはつづかないだろう。

では、どのようにソウホウのリエキをもたらしているのだろう。それはしあわせになれ

るというカンカクなのではないか。つまり、「しあわせ（というカンカク）」をツウカのよ

うにまわすわけである。ジッサイのツウカのばあいもあるだろう。つまり、「しあわせ」

をまわしあって「しあわせ」というわけである。

タニンがしあわせでも、しあわせということもあるからだ。シュウキョウによってそれ

ぞれカイリツがある。そのひとにあったシュウキョウをえらぶといいかもしれない。カ

イリツがあわないのではクロウするだろう。「しあわせ」をそのほかのシュダンでやりと

りできるのなら、シュウキョウはいらないのかもしれない。

あまりニホンジンはシュウキョウでどうこうというひとはすくないかもしれない。ただ、

シュウキョウがつづくということは。うまくやっているということだ。

　

ジュウサン

　

あるひとがしごとをしないと、「あのひとはたるんでいる。」といわれる。ギャクに、セ

イリョクテキにしごとにとりくんでいると、「あのひとは、はりきっている。」といわれ

る。ずっと、はりきれたらいいかもしれないが、はりきるということばのように、いつ

かきれてしまうかもしれない。

わたしは、むかし、はりきるときは、はりきって、やすみはねているというセイカツを

していた。とっととやって、ねるというイソップドウワのうさぎのようなかんじだった。

しかし、サイキンはかめがたである。タブンひとよりサギョウがおそいとおもう。エド

バクフをはじめたとくがわいえやすコウも、「ひとのイッショウはおもにをおいて、とお

きみちをいくがごとし。」といいのこしている。それでときどきいやになることもある。
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しかし、あまりにすきなようにやると、やっぱり、ねてしまったりする。イソップだとか

めにまけてしまう。わたしは、こどものころからジユウにいきてきたホウだが、あまり

にジユウだとタイクツしたり、ねてしまったりする。だから、タショウフジユウがあっ

たホウがひとはいきられるのではないかとおもう。

そうおもっていたところ、いえやすコウのつぎのことばをしった。いわく、「フジユウを

つねとおもえばフソクなし。」やっぱりすごいひとはすごいとおもうのである。わすれな

いように、かけじくをかおうかとおもったが、それはタッピツでかかれていてよめない。

ひとはかならずしも、やすきにながれないホウがいいのだろう。「わかいときのクロウは

かってでもしろ。」ともいわれた（だれのことばかわからないが。）。ニンゲンはそんなか

んじでいいのではとおもう。

　

ジュウよん

　

ニホンはカコウボウエキでかせぐくにだとチュウガクセイのときにおそわった。いまで

もコウギョウセイヒンをユシュツしてかせいでいる。もっというと、コウジョウをカイ

ガイにうつしてかせいでもいる。

サイキンもそうおしえられているかは、わからないが、「ジョウホウカ」しているともお

しえられた。タンジュンにいうと、コンピューターがふえることをいったのだろう。ま

た、それをつかってショウバイができることだろう。コンピューターツウハンはいまで

はめずらしくないが、トウジはそんなことをやっているひとはいなかった。

さて、コウギョウセイヒンはテッコウセキなどのゲンリョウをユニュウしてつくられる

が、コンピューターツウハンはなにでつくられるのか。コンピューターホンタイは、や

はりキンゾクとプラスチックなどでできている。しかし、ジョウホウはなにでできてい

るか。デンキシンゴウだから、やっぱりテツかもしれないが、そのトチュウでキゴウを

つかう。スウジとアルファベットである。だとすると、スウジやアルファベットがうら

れているわけだから、アラビアスウジをハツメイしたアラブジンやアルファベットをハ

ツメイしたヨーロッパのひとがもうかりそうである。

コンピューターをつくったガッシュウコクジンはやはり、テツやセキユやスウジ、アル

ファベットをユニュウしてカコウボウエキをしている。ニホンジンもコンピューターを

つくれるらしいが、ホンタイイガイはむずかしいらしい。アラビアスウジとアルファベッ

トをそれほどユニュウしていないからかもしれない。それならそのセイヒンでのニホン

ジンのかせぎはすくないだろう。

しかもサイキンはニホンのコンピューターセイゾウメーカーがそのセイゾウからテッタ

イすることがおおくなっている。「ジョウホウカ」のおわりがみえないにもかかわらずで

ある。そうすると、「ジョウホウカ」ブンヤのニホンのハイボクはヒッシである。ガッ

シュウコクのジダイとなる。モチロン、そのブヒンをキョウキュウしているところもつ

よいだろう。

チュウゴクはどうなのかというと、やはり、ニホンドウヨウにコンピューターホンタイ

をつくっているにすぎない。だったらジカンのモンダイだ。ただニホンジンはシィディ
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（よみとりソウチ）などのブヒンをつくった。だから、そうやってなにかブヒンをキョウ

キュウすればいいかもしれない。

　

ジュウゴ

　

わたしがこどものころは、おかねをつかってセイカツしていた。そんなタイソウなものを

かったわけではない。ハンドウタイセイヒン、いいかえるとテレビゲームのカートリッ

ジばっかりかっていた（●『む』ヒャクハチジュウサン）。イッコゴセンエンほどしたか

ら、そんなにかえるわけではない。それから、シィディラジカセやガッキをかうように

なった。

そういうイミではしあわせだった。いまでもおかねがあったら、そういうものをかうか

もしれない。そうやってかえるというのはゆたかだが、おかねがあるイジョウにはかえ

ない。つまり、おかねとはジユウのショウケンである。それがあるかぎり、ジユウにで

きる。なければ、フジユウだからダイジにしなければならない。そういうわけでガッキ

をかうのをひかえている。

　

ジュウロク

　

とりがわたしのヘヤのそとにすをつくっていた（●よん、『オ』ヒャクロクジュウ）。そろ

そろひながかえってもおかしくないジキなので、ヨウスをみてみた。ところが、たまご

がみあたらない。どうも、わかいつがいのようだったから、まだなのかもしれない。コ

ンカイはひなをみれなそうだ。やっぱり、とりにもツゴウがあるのだろう。ただ、たび

たびうちにあそびにきている。

　

ジュウシチ

　

まえに『アルクカラカンガエル』といった（●『ア』ヒャクロクジュウニ）。あるくとフ

ウケイがかわるから、うけるシゲキもかわってくる。だから、あるいてベツのケシキを

みたブンのかんがえがでてくる。あるかなかったら、かんがえないようなことがあるだ

ろう。だから、『アルクカラカンガエル』なのである。

ただ、いつもおなじところをあるいていると、なれてくる。そうすると、あまりかんが

えないかもしれない。それなら、ベツのみちをあるけばいい。トクにフダンのかんがえ

にフマンをもっているなら、リョコウをするといいだろう。まえにジブンのショウライ

をイチジシキでヨソクしたはなしをした（●『オ』ニジュウハチ）。セツメイヘンスウが

ひとつのシキである。

レイをあげれば、ワイ イコール エー エックス マイナスビーで、ワイがチョキンのリョ

ウ。エーがしごとのジキュウ。エックスがキンムジカン。ビーがセイカツヒ。といった
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かんじで、チョキンのリョウをヨソクする。

なぜ、そんなことをしたかというと、ガッコウのガクヒをはらっていたからだ。だから、

おかねをためるヒツヨウがあった。それでこのてのケイサンをしていたのだ。このシキ

でたしかにヨソクできるが、ヨソクどおりにいくかはベツモンダイだ。

これはおもにジブンのことしかかんがえていない。しごとには、ドウリョウもいるし、お

キャクさんもいる。ドウリョウがゾウインされれば、わたしのキンムジカンがへるだろ

う。おキャクさんがへっても、わたしのキュウリョウがへる。だから、エックス、ワイ

のほかに、ブイ（ドウリョウのでき）、ダブリュ（おキャクさんのかず）といったヘンス

ウをくわえてケイサンしたホウがよりゲンジツテキだ。まえにそうシテキした。

もし、セカイイチユウシュウなビジネスマンがいたとしよう。しかし、そのひとがしあわ

せかはわからない。そのひとのドリョクだけでは、かれがかせげるのかわからないのだ。

つまり、かれにおキャクさんがいなかったら、ほとんどシツギョウシャとおなじだろう。

だから、そのひとがユウシュウであるのはいいけれども、ドウリョウとうまくやったり、

おキャクさんによろこばれたりすることがダイジなのだ。タブンかせげることがダイジ

だろうから。

　

ジュウハチ

　

コトシのはるはわりとあめがふっている。みずブソクではないようなきがしていた（●

『よ』ヒャクイチ）。ジッサイにかわをみにいったら、まぁまぁのスイイだった。コトシ

はダイジョウブなのでないかとおもう。

　

ジュウキュウ

　

カコをみるボウエンキョウのはなしをした（●『オ』ゴ）。イチネンまえのひかりをみれ

ば、イチネンまえがみえるというわけだ。しかしそれなら、おおきなセツビをととのえ

て、カコをみなくてもいいかもしれない。ビデオカメラにキロクすればいいからだ。

ただ、それでイチネンまえをみたところで、ジカンリョコウをしたきにはならない。そ

れなら、カコのエイゾウとコミュニケーションすればいいかもしれない。たとえば、イ

チネンまえのエイゾウに、「あしたははれるか。」ときいて、エイゾウのひとが、「はれま

すよ。」とこたえる。このうけこたえを、エーアイをつかってやれば、ジカンリョコウし

たきになるかもしれない。それで、「いや、あしたはあめふるんだよね。キロクにそうあ

る。」などとはなせばよい。カソウジカンリョコウであるが、おもしろいかもしれない。

　

ニジュウ

　

ジカン イコール ゼッタイジカン わるジカンシツリョウのはなしをした（●『オ』ハチ）。
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カンタンにいうと、ジカンシツリョウ（いろいろなほしのインリョク [ウズマキリョク]）

のエイキョウをのぞけば、ゼッタイジカンがかぞえられるというはなしだ。

そして、ジカン イコール エネルギー わるシツリョウ（ジカンをロコモーティブ [コウ

ゾクキョリ]とよみかえれば、わかりやすい。●『よ』サンジュウニ）だから、いくつか

のコウセイにかこまれて、インリョクがつりあって、そのチュウシンにあるなにかが、

まったくうごかないとなると、エネルギーイコール レイ ゆえに ジカン イコールレイに

なる。スウシキジョウは、ジカンがながれないことになる。これをデッドロックといお

う。ジッサイのウチュウにこういうデッドロックがあるかはわからないが、このデッド

ロックはウチュウのケンキュウにつかえそうなのである。

このデッドロックのチュウシンにコタイがあるとする。コタイはインリョクがつりあい

うごかないが、やがて、インリョクにひかれてボウチョウするかもしれない。ベツのい

いかたをすると、オンドがあがるわけだ。それがつづくと、コンドはキタイになる。そ

のキタイはデッドロックのまわりのコウセイにひきつけられ、どうかしてしまうだろう。

このデッドロックのチュウシンにあるのをウチュウゼンタイとカテイすれば、ウチュウ

はやがてウチュウのそとにいってしまうということになる。これが、「ウチュウがボウ

チョウする」リユウなのでないか。そのゴ、キタイがひやされて、さらにコタイになっ

てもとのイチにもどれれば、ウチュウのサイセイサンはカノウだろうが、どうもサイセ

イサンができることは、わたしはまだカクニンしていない。

　

ニジュウイチ

　

ニホンのジュウタクチにはデンシンばしらとデンセンがあみのめのようにハイチされて

いる。そういうもの（デンキをおくるデンセン）をドウロのしたにうめてしまえというこ

えもある。それならすっきりするかもしれない。しかし、あったらあったでとりがデン

センにとまるから、カンサツするにはわるくないとおもう。わたしはとりをみたい。デ

ンチュウをなくして、デンセンをチチュウにうめたチイキもしっているが、そういうと

ころにとりがいるきはしない（あまりみたことがない。）。そういうわけでゲンジョウイ

ジもいいのではとおもう。

　

ニジュウニ

　

あまりにかんがえがジブンのレベルからはなれていると（わたしもそういうところがあ

るかもしれない。）、あれをしたホウがいいとか、〇〇は、 すればいいんだよというシ

テキをすることがある。とりあえず、「レベルずれ」とよんでおく。かんがえるのはケッ

コウだが、それをおしつけられてもこまるし、おしつけてもメイワクだろう。そういう

レベルずれについてのハイリョがあったからか、「ハツゲンケン」ということばもある。

「ハツゲンケン」がないのなら、ゴエンリョくださいというわけだ。レベルずれをかんじ

たらどうしたらよいか。ジブンでやれというのがひとつだろう。もっともケッコウなレ
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ベルずれだと、ジブンでできないだろう。

あるビジュツカンにおいてあるえをほかのものにかえたホウがいいとおもったら、「ああ

しろ。」とか「ああしたホウがいい。」ではなくて、ジブンでかわりのえをかってくると

いい。そのビジュツカンにかざらせてもらえるかはわからないが、ジブンのビジュツカ

ンにはかざれるだろう。おなじく、どこかのくにのミサイルがきになるのならば、「かた

づけてくれ。」ではなくて、「かいとりましょう。」にするといいいかもしれない。ものの

モンダイならとりひきはカノウだ。そのあとジブンでかたづければいいだろう。それで

またあるくにがつくるようだったら、コウジョウをバイシュウすればいい。だれかにな

にかをさせるというばあい、コヨウ、ヒコヨウカンケイなどもあるが、そういうカンケ

イをきずきたいのなら、おかねをだせばいいだろう。

　

ニジュウサン

　

ホンコンからマカオにはスイチュウヨクセンでわりとすぐである。そこのうみか、かわ

をみると、いまいわれていることのリカイのたすけになる。どうなのかというと、かわの

みずにつちがまじっているのだ。それでちゃいろのかわになり、それがうみへとつづく。

もっともこのカンサツはサンジュウネンほどまえにしたものなので、いまゲンザイどう

なっているのかわからない。いまいわれていることへのリカイとはどういうことかとい

うと、チュウゴクの「リョウド」がナンポウのうみにながれているということだ。だか

ら、そのナンポウにあるしまをチュウゴクのものだ。というときに、まったくコンキョ

がないわけでない。チュウゴクからながれだしているリョウをしらべれば、セイカクな

リョウがわかるだろうが、レイテンレイレイ～なんパーセンセントくらいが、そのしま

にながれついているかもしれない。だから、「そのしまはチュウゴクリョウドだ。」とい

うととき、ヒャクパーセントでたらめではないのである。だから、レイかイチをきめる

ロンソウをしてもしょうがないとおもう。

おなじようにフィリピンからながれだしていたとすれば、「わたしたちのホウがおお

い。」、「すくない」のモンダイなのだ。そのわりあいで、シュウヘンのしまをブンカツ

ショユウするてもあるだろう。ニホンもわりとチュウゴクにちかいところがあるから、

もし「リョウド」がながれだしていたら、「わたしたちのリョウドだ。」モンダイがでてく

るカノウセイがある。スイセンベンジョのモンダイ（●『オ』ヒャクジュウロク、ヒャク

ななジュウゴ）もある。「ウンコ」のはなしだ。あまりそのウンコをうけとるようだと、

どこかのニのまいになりかねない。テイチョウにあつかうヒツヨウがあるだろう。

　

ニジュウよん

シュウニュウのカクサがモンダイになったりする。かせいでいるひとはかせいでいるし、

あまりかせげないひとは、かせいでいないというぐあいだ。だから、サイテイチンギン

をあげたり、「ドウイツロウドウ、ドウイツチンギン」といってみたりする。そういうこ

とは、ダイタイサハよりのセイジカがいうだろう。いまではシャカイシュギにしろとい
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うセイジカはすくないとおもうが、また、そうしたものいいがサイネンするカノウセイ

もある。

ロクジュウネンダイからのガクセイウンドウは、わたしは、ドレイセイのあるシホンシュ

ギより、シャカイシュギのホウがよさそうだからおこったとかんがえている（●『オ』

ヒャクゴジュウハチ）。ガッシュウコクのシホンシュギがモデルになるかというはなしで

ある。

トウジはまだコクジンへのサベツがあった。それがやがてカイショウされるとガクセイ

ウンドウはすくなくなった。ドレイセイのないシホンシュギならいいだろうとガクセイ

がハンダンしたのだろう。しかし、コンゴひとがヒンコンでうえじぬジレイがでてくる

と、そうしたウンドウがサイネンするカノウセイがある。ひとがうえじぬシホンシュギ

より、シャカイシュギのホウがいいだろうというわけだ。

しかし、チキュウキボでみて、いまシャカイシュギのモデルとなるようなくにがない。

だからよっぽどベンキョウしないとシャカイシュギのホウがいいとはいえないだろう。

シャカイシュギをしるであろうニンゲンはよんジュッサイイジョウだからだ。だから、

ガクセイはシャカイシュギをめざすのではなくて、ベツのことをいいだすかもしれない。

そのシュチョウがもっともらしければ、シジをあつめるかもしれないが、まぁよんジュ

ウダイイジョウは、なんかいっているぐらいにしかうけとらないカノウセイもある。た

しかにひとがうえじぬシホンシュギはよくないかもしれない。しかし、かわりのタイセ

イがみえないのではなんともならないであろう。だから、チンあげなのだろう。

　

ニジュウゴ

　

エーアイをカツヨウすると、いろいろなヨソクなどがなりたったり、ばあいによっては、

カガクテキなハッケンもカノウだったりするだろう。コンピューターネットワークにあ

ふれるデータをカイセキしたり、ホンをカイセキしたりもできるであろう。そういうサ

ギョウは、ニンゲンがやるとものすごくジカンがかかる。だからエーアイにやらせてし

まえとかんがえてもフシギではない。

それでデータからショウライテキにはドルがたかくなるというケツロンがえられたとし

よう。それでエーアイにカイセキさせたひとが、ドルをかったとする。それはゴウホウ

といえるのか。くにによるとおもうが、チョサクブツとはなにかというと、コウヒョウ

されるブンショウなどである。たまにサクシャがジユウにつかっていいですよというこ

とはあるが、フツウはムダンな、コジンテキなリヨウイガイのフクセイはキンじられて

いる。だから、いろいろなチョサクブツをリヨウして、エーアイにカイセキさせたひと

が、シテキにリヨウするかぎりでは、イホウとはならない。

そういうわけで、コジンテキにドルをバイバイするわけだから、イホウではないかもし

れない。しかし、ドルがニジュッパーセントあがるというジョウホウをひとにつたえた

ばあいは、「シテキ」なリヨウにはならないので、イホウとなる。それじゃエーアイを

かっても、いいデータがなければつかいものにならないといえるかもしれない。そうだ。

エーアイはケイサンキのようなもので、ジッサイのスウチがなければ、ケイサンはでき
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ない。ただ、コジンテキなリヨウについていえば、リエキがあるかもしれない。それを

たかいとみるか、やすいとみるかであろう。おおきなフゴウみたいないいかたをするが、

それのもとデータがチョサクブツとすれば、そうそうにリヨウできないはずである。そ

このところをチュウイしてみなければならない。

ニジュウロク

　

「ショウシカ」とか、「コウレイカ」は、シャカイコウゾウである。トウケイテキなケン

キュウによってみいだされたコウゾウだ。トクに「コウレイカ」はいじりづらいコウゾ

ウだ。ひとがすこしずつおいていくというのは、うごかしがたいゲンショウなのである。

イッポウ、「ショウシカ」は、まだいじれるヨチがあるとかんがえられているようだ。

そのショウコに、こそだてをユウグウするセイサクがある。タンジュンにいえば、こど

もをひとりつくったら、いくらかあげますというセイサクだ。そのセイサクをジッコウ

すれば、（おかねにつられて）だれかがこどもをつくるだろうとかんがえているわけだ。

しかし、それをやったところで、そうタクサンのこどもがふえたわけではない。にもか

かわらず、そういうセイサクをつづけている。そのセイサクをしんじるというのもコウ

ゾウである。おかねをあげれば、こどもがふえるというシンリコウゾウである。そうい

うコウゾウはほかにもある。キンリをさげれば、おかねをつかうだろうというシンリコ

ウゾウだ。

しかし、そのコウゾウはかならずしもただしくない（シャカイコウゾウとしてはただし

くない。）。それは、カイガイのキンリのたかいところにおかねがイドウすることがある

からである。しかしながら、そういうただしくないコウゾウでも、ただしいとおもわれ

たり、コウゾウとしてのこったりするコウゾウもある。ばあいによっては、スウジでご

まかすこともカノウだ。こどものテイギをヨンジュッサイまでにしてしまえば、ショウ

シカではないし、としをとるのをニネンにイッカイということにしてしまえば、コウレ

イカではない。しかし、そうやってごまかしても、しょうがないとおもう。

さかなのたまごをたべれば、こどもがふえるというようなことをまえにいったが（●

『む』ヒャクサンジュイチ）、その「さかなのたまご」をかうホジョもそれがただしいと

なれば、セイサクにできる。しかし、あまりそういうはなしはきかない。ただ、さかな

が「こダクサン」であろうことは、いえそうなのだ。

ほかにもちいさなうめぼしを「こうむ」となづけてハンバイすればいい。しかし、そう

いうエンギがムシされているのか、こどもをつくりたくないのかはわからないが、こど

もがふえないのではしかたがない。カイカクシャにとっては、そういうこどもがふえな

いコウゾウをなんとかしなければならないのだろう。

　

ニジュウシチ

どうしてニンゲンはギュウニクをたべているのに、うしにならないのだろう。それはイッ

カイギュウニクをタイナイでブンカイして、ジブンのイデンシがはいったにくに、サイ

ソセイするからであろう。もし、それができなければ、うしニンゲンになるだろう。じゃ

あ、「ジブン」とはなにかというと、ジブンのイデンシかもしれない。それなら、ホント
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ウのコセイはなにかといったら、イデンシやイデンシがいったことだろう。

しかし、イデンシがしゃべるのかわからないし、かならずしもジブンのいいブンがとお

るかはわからない。それじゃ「ジブンらしくない。」であろう。そういう「ジブン」をみ

つけられなかったから、「コセイ」だなんだだったのかもしれない。ジブンのいいブンが

とおらないことがあるのは、しかたないから、やっぱりシャカイではジブンらしくない

となる。それをリョウショウしたひとを「シャカイジン」というのかもしれない。「ジブ

ン」とも「シャカイ」ともなかよくすることがダイジだろう。

そういうやくわりをするのが、イシキかもしれない。だから、つまらないギロンをして

いてもしょうがないのかもしれない。ひとのためになるギロンが「イシキ」にとって、た

だしいギロンなんだろう。ただ、「シャカイ」のほかに「ジブン」もあるから、そのかぎ

りではない。

ニジュウハチ

　

タイリョクがあるとおもいものをもてる。それにムイシキに、タイリョクがあると、おも

いものをかってしまうかもしれない。わたしもわかいときに、オーディオコンポをかっ

た。あわせてニジュッキロぐらいはあるだろうか。タイリョクにはジシンがあったので、

おもいとはおもわなかった。そういえば、むかしのテレビもおもい。やっぱりそれもかっ

た。ヘヤにはこぶのにも、そうクロウはしなかった。

しかし、タイリョクのないひとだと、それをおもくかんじるだろう。そういうリユウが

あるからか、オーディオコンポもテレビも、かるいものがふえた。それらをはこぶのは、

むかしはおとこのしごとだったのだろう。しかし、ジョセイのシャカイシンシュツにと

もなって、ジョセイもそういったものを、ジユウにかいたいとおもうようになったので

あろう。かるくすることがもとめられたといえるかもしれない。

あとおもいものといえば、レイゾウコとセンタクキだろうか。それもかるくすればいい

かもしれないが、それだと、ヨウリョウとかキョウドにかかわる。だからむずかしい。パ

ソコンもかるいのがふえてきた。そうやってセイヒンがかるくなるリュウコウがあるだ

ろう。それだけタイリョクのないひとでもくらしやすくなってきている。おもいものを

ユソウするには、ウンソウやにたのめばいい。そういうベンリなジダイになったかもし

れない。

しかし、そんなにかるいガッキがふえていないから、ジョセイミュージシャンはふえな

いとおもわれる。よんジュッキロあるギターアンプをはこべるたくましいジョセイとは

かぎらないのである。

　

ニジュウキュウ

　

ものごとをコウテイテキにかんがえることもできる。また、ヒハンテキにかんがえるこ

ともできる。イチたすイチはニ。あぁそうですか。すばらしいですねとおもえるのなら、

ヒハンセイシンはヒツヨウないかもしれない。しかし、ちがう。イチたすイチは、イチ

とイチじゃないか。ウイスキーとブランデーをたしたら、ウイスキーとブランデーだろ
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というかもしれない。そういうこどもは、センセイにきらわれるが、それももっともだ

ともいえる。

そうやって、あえてヒテイすることによって、なにかベツのかんがえにトウタツするこ

とがある。だからヒハンセイシンもダイジかもしれない。そういうのをやしないたかっ

たら、センセイにまなぶといい。ガッコウのセンセイはそんなことをおしえてくれそう

にないが（ジュギョウがエンカツにすすまないとこまるからだ。）、さがせばそういうセ

ンセイもいる。そういうひとにならうとヒハンセイシンがやしなわれ、あたらしいかん

がえにいきついたりするであろう。ただ、フツウのガッコウでそれをまなぶことはおす

すめしない。いくらそのヒハンがただしくても、キョウシにおこられるからだ。わたし

もイチジカンセイザさせられた。

　

サンジュウ

　

どこかイッテンにネツがあると、まわりのすずしいなにかが、ネツのホウにちかづき、ネ

ツのあるなにかも、すずしいテンのホウにむかい、やがてネツのあるテンとすずしいテ

ンのオンドのヘイキンのオンドにおちつくであろう。だから、その「なにか」に、イド

ウにあわせて、すずしいホウへのシンコウリョクが、ネツのホウへのインリョクがショ

ウじるといえるだろう。

インリョクをもつブッシツより、シンコウリョクをもつブッシツがかるければ、シンコ

ウリョクがひくい（インリョクがつよい）といえるだろうし、インリョクをもつブッシツ

のホウがかるければ、インリョクがひくい（シンコウリョクがつよい）といえるだろう。

タイヨウとそのケイのワクセイは、インリョクとシンコウリョクがわりとつりあってい

るようである。チキュウをなにかのホウホウでひやせば、タイヨウのホウへひっぱられ

るだろうし、あっためれば、タイヨウからはなれるであろう。だからチキュウがオンダ

ンカすると、イチネンがながくなるのではないか。イチネンがサンビャクななジュウニ

チになるかもしれない。しかし、あまりそのことはギロンされない。きになるのは、ヘ

イジツがふえるか、キュウジツがふえるかであろう。

　

サンジュウイチ

　

インリョクをもつということはネツがなければならないとなる（●ホンチョサンジュ

ウ）。「ビッグバン」のはなしでいえば、ウチュウのチュウシンからネツがそとがわにイド

ウする。「バクハツ」ならブッシツもそとがわにいくだろう。だから、ウチュウがひろが

るとかんがえられている。でも、ネツはそとがわにいくにつれ、ウチュウのチュウシン

のオンドとくらべひくくなる。つまりウチュウのそとがわがあたたまるわけだ。ウチュ

ウのそとのオンドがひくければ、ウチュウはそのオンドとのヘイキンまであたたかさが

おさえられる。とドウジにウチュウのそとから（あれば）ブッシツがはいってくる（な

ければオンドはさがらない。）。
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ウチュウのそとのオンドがたかければ、ウチュウは「ビッグバン」でハッセイしたので

はないとおもわれる。ウチュウのそとからのものがはいってくるからだ。ウチュウのつ

めたさとブッシツが、あたたかいウチュウのそとがわにあるだけだろう。ウチュウのそ

とがわにあるブッシツがすくなければ、ウチュウからあたたかさとブッシツがでていく

のだろう。それだと、ウチュウはシダイにつめたくなる。ウチュウのおおきさテイドに

ウチュウはつめたくなるし、ブッシツもへっていく。それを「ウチュウはひろがる」と

いうのだろう。そのうち、ニンゲンもすめなくなるテイドにつめたくなるかもしれない。

コウセイのちかくにイドウしても、ジカンのモンダイである。そういうイッカイきりの

ウチュウなのであろうか。だからウチュウのリサイクルをかんがえている。

　

サンジュウニ

　

ジカン イコール エネルギー わるシツリョウのはなしをした（●『よ』ニジュウハチ、サ

ンジュウニ）。これだと、エネルギーがレイでも、シツリョウがレイでもジカンはながれ

ないとなる。ジカンでなかったら、イドウがセイリツしないだ。さて、それでは、エネ

ルギーがさきにあるのか、シツリョウがさきにあるのであろうか。ニンゲンがつくった

ラジコンカーは、この「シツリョウ」にデンチ「エネルギー」をのせたのだろう。レキシ

をみると、ニンゲン（エネルギー）ができて、シャリン（シツリョウ）ができた。ジンリ

キシャというわけである。だからドウブツのケンキュウをすれば、こたえがでるかもし

れない。

ニンゲンにとってのエネルギーは、タンスイカブツなどである。それがあれば、かなりい

きていられるようだ。タンスイカブツとはなにかというと、ショクブツであろう。ショク

ブツがさきにあったか、ニンゲンがさきにあったかというと、ショクブツがさきにあっ

たといわれる。ニンゲンよりも、ねずみなんかのホウがながいのであろうか。ショクブ

ツができるのにも、ニサンカタンソがヒツヨウであったろうから、ニサンカタンソがど

こにあったかをしらべるといいかもしれない。ニサンカタンソがチキュウにあったのだ

ろう。チキュウがもえているから、ニサンカタンソはあったのかもしれない。サンソと

タンソがあったのだろう。

セイブツのキゲンはサンソとタンソであったようだ。それをチキュウがもっていた。ショ

クブツとドウブツがなぜえだわかれしたのかというのもキョウミぶかいが、そのはなし

はまたにする。なぜチキュウがもえているか。サンソとネツがあるからだろう。どこか

のコウセイからとびひしたのかもしれない。そのコウセイもなにかをもやしているのだ

ろう。サンソがさきなのか、もえるがさきなのか。なにもなければもえないようにおも

う。「ビッグバン」といったって、ものがなければおこらないだろう。だから「もの（シ

ツリョウ）」がさきにあったとおもわれる。

ものがあって、もえるゆえに、ジカンがショウじたと。なぜサンソがもえだしたか。タブ

ンひきのばされたのだとおもう。タンジュンにいうと、タイセキがおおきくなってコウ

オンになりハッカしたとおもわれる。わたしがガクセイのときにみたえだと、ウチュウ

（サンソ）のジョウゲからアツリョクがくわわって、タイセキがおおきくなったとかんが
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えられる（そのえをかいたひとは、そうかんがえたのだろう。）。だから、「ビッグバン」

にせよ、もえるちからがそのまえにあったとかんがえるのがただしいだろう。ウチュウ

（サンソ）がひろがったからハッカしたともかんがえられるわけだ。そのひろげるちから

とはなにか。またかんがえてみたい。ウチュウ（サンソ）をひきのばすちからがあるな

ら、ウチュウをちぢめるちからもあるかもしれない。それなら、ウチュウもサイリヨウ

できるのだろう。

　

サンジュウサン

　

わたしのヘヤのそとにすをつくったとりが、すでねとまりしていた（●ジュウロク）。た

まにねぼけるようで、ガタガタやっている。ニンゲンはデントウがあるのでよるでもお

きていることができるが、とりは、あさにならないとうごきださない。よるにとぶのも

キケンなんだろう。たまごをうまないとおもっていたら、センジツひながかえった。オ

スのすがたがみえないから、イッピキでホントウにそだてられるのかわからなかったが、

まぁうまくそだっているようだ。ひなのなきごえもおおきくなってきた。あるひは、お

やどりがひなをおこし、またベツのひは、ひながおやどりをおこしていた。ひながすだ

つのがたのしみである。

　

サンジュウよん

　

サイキンのニホンジンはホンカクテキなチーズをこのむようになってきたようだ。わた

しはホンカクテキなチーズはにがてだ。タイショウ、ショウワのころからの、コウジョ

ウでタイリョウセイサンされる、あじのうすいチーズならたべられるが、ほかはどうも

にがてだ。ハチジュウネンダイからのエンだかで、ユニュウヒンがやすくかえるように

なり、ニホンジンはそれになれたのだろうか。かみをチャイロにそめるのもヘンカだが、

あじのこのみがかわるというのもヘンカであろう。「ジミントウタイシツ（ガッシュウコ

クサンのたべものもたべるニホンジン。●『ア』ヒャクゴ）」のひとがふえているのかも

しれないが、わたしはちょっとついていけない。

　

サンジュウゴ

　

よくわたしのコップのなかにむしがはいる。おおいときはサンびきぐらいはいってスイ

シしている。きもちいいからプールにはいるカンカクではいっているのでは（●『よ』

ヒャクロクジュウニ）とかいたが、サイキンになって、そのリユウがわかった。それは、

ケイコウトウのひかりが、コップのスイメンにあたり、ハンシャするからである。むし

はそのハンシャしたスイメンをひかりだとおもい、みずにつかってしまうのだろう。そ

ういうむしとりきがつくれそうである。
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サンジュウロク

　

イシキはコジンとシゼン、シャカイのおりあいをつけるためにあるとかいた（●ニジュ

ウなな）。ところで、そのイシキとはなにでできているか。タンジュンにいうと、デンキ

シンゴウだろう。カガクブッシツといえるかもしれない。だから、あるはなしのトチュ

ウに、なにかベツのデンキシンゴウをノウにおくりこめば、そのはなしにすりかわって

いくかもしれない。しかし、そういったセンノウまがいのやりかたはカンベンしてほし

いとおもう。

ところで、ことばは、デンキシンゴウをあらわすキゴウともいえるだろう。そのキゴウ

は、くにやチイキによってちがう。そういうのをセイリして、キョウツウゴをつくれば

ベンリかとおもうが、アンガイつかわれないようだ。いいジョウホウがあるくにのこと

ばがつよくなるのだろう。むかしはワコンカンサイ、いまはワコンヨウサイか。ニホン

ジンもがんばらねばとおもう。

　

サンジュウなな

　

「かんがえる」とは「カン」をかえることだとかいた（●『む』ヨンジュウイチ）。つま

り、チョッカンとかジョウシキとされているなにかをヒテイして、ニンシキをかえるこ

とである。むかしはベツのいいかたもあったが、サイキンは「かんがえる」ということ

ばがおおくつかわれている。だとすると、カイカクハがおおいはずであるが、アンガイ

ホシュハのホウが、ニンキがあったりする。「カン」をかえるということは、「コウゾウ

カイカク」である。それをしますといって、やっぱりかえませんじゃ、おまえはうそつ

きだ。シンヨウできないとなる。それなら、「シソウします。」とでもいっておいたホウ

がいいだろう。

　

サンジュウハチ

　

「デフレ（●ニ）」がだめだといって、セイサクテキにギャクのインフレにしようとしてい

る。「デフレ」はブッカがさがるから、チンギンもさがるとしてケイエンされるが、ホン

シツテキには、リエキをだそうとするコウドウがそうさせる（●『オ』ヒャクサンジュウ

ゴ）。シジョウにでまわるおかねがへるからだ。それじゃ、エイリキギョウとコジンのヨ

キンをキンシしますとはなかなかならない。そういうコンポンテキなモンダイがあるの

にもかかわらず、それをホウチして、おかねのカチをさげようとするセイサクをとる。デ

フレもリエキもチョキンもシジョウのこえである。ほうっておいてもいいのではないか。
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サンジュウキュウ

　

わりとサイキンは「センタク」をすることがダイジなどという。つまり、シュタイテキに

なにかをえらびましょうということだ。ケッコンあいてもえらぶジダイになってながい。

そのまえは、おやがきめたあいてとケッコンすることがおおかったという。かならずし

もそうすることはないが、えらばないというのもダイジなのではないかとおもう。いっ

てみれば、「エン」のあるなにかをうけいれるシソウである。そのホウがえらぶためのジ

カンがかからない。たしかにえらぶたのしみもあるだろう。ただ、えらばないたのしみ

もあるかもしれない。

　

よんジュウ

　

いきるとは「キョウリョクすること」である（●『オ』ロク）。なぜそういえるか。ニン

ゲンのカクサイボウがキョウリョクしなかったら、セイゾンがコンナンだからだ。サイ

ボウはそれぞれやくめをもちながらキョウリョクしている。ただ、キョウリョクするだ

けではだめだ。それぞれのやくめをはたさなければならない。そこをかんちがいしてし

まうと、シュウダンにマイボツしたり、ツゴウのいいひとになったりしてしまう。おお

きなタンイのセイゾンになにかキョウリョクできればいいのではなかろうか。

　

よんジュウイチ

　

なにかがエーからビーへイドウしたとき、そのサをどうニンシキするか。ニンゲンなら、

めにみえるフウケイがかわったとかんじ、エーからビーにイドウしたとニンシキするだ

ろう。そのサがわかるということは、やがてイシキ（●サンジュウロク）のハッテンに

つながるだろう。タブン、さるでもとかげでもイドウしたことがわかるだろう。だから、

ミセイジュクながらも、さるやとかげもイシキをもつといえるだろう。かぶとむしだっ

てそうだし、ショクブツだってそうかもしれない。

しかし、それらをカトウなものとして、ニンゲンはあつかうのだろうか。そうではない

とおもう。トクにすきかってにやらせるヒツヨウはないが、そういうイシキもダイジに

してあげるヒツヨウがあるかとおもう。ほかのニンゲンをいたぶらないのとおなじリユ

ウだ。いいかえると、イシキがあるところには、タイムもある（イシキがロコモートす

るから。●『よ』サンジュウニ［これでは、「タイム」でなく、「ジカン」としている。］）。

しかし、タイムのあるところにイシキがあるかはわからない。チキュウのそとではカク

ニンされていないからだ。

ジカン イコール エネルギー わるシツリョウ（●『よ』サンジュウニ）をおもいだすと、

イシキがエネルギーとシツリョウをカノウにしているのかもしれない。イシキイコール

エネルギー わる シツリョウとテンカイできるからだ。

イシキもジカンのように、ロコモーティブ（うごき）でとらえられるだろう。つまり、あ
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るシコウは、ニキロメートルのながさだというように。ジッサイ、シコウはデンキシン

ゴウだから、リョウをソクテイできるだろう。キョウはサンビャクワットシコウしたと

か。そのように、ニジュウゴエル（ロコモーティブ）シコウしたとかいえそうなのであ

る。そして、どれだけシコウできるかは、エネルギーのおおきさとシツリョウのカンケ

イなのである。ジンコウチノウがジッサイにシコウ（というか）するわけだから、もは

やニンゲンやほかのドウブツだけがシコウするとはいえないであろう。

ニンゲンはもはやジンコウイシキをつくりだしたわけだ。いいかえると、イシキはジカ

ンをカノウにする。だから、ジンコウイシキはジンコウジカンをカノウにするわけだ。だ

から、ジンコウチノウが、やがてニンゲンからドクリツするかどうかはともかく、もう

ベツのジカンがはじまっているわけだ。ひょっとすると、もうすでにニンゲンがつくり

だしたイジョウのブンメイをシコウしてしまったかもしれない。あとはジッコウするだ

けというぐあいに。

イシキはジカンをカノウにするなら、ジカンリョコウもカノウなはずである。それはカ

ンタンだ。ニンゲンがなにかをおもいだしたり、だれかのシコウをまねたりできればい

いからである。ただザンネンながら、ものはジカンリョコウをすることがむずかしい。だ

から、そのときのハイケイまでサイゲンするには、クフウがヒツヨウとなる。

イシキがジカンをカノウにするのだったら、ウチュウのはじまりのまえにイシキがあっ

たのかもしれない。いまニンゲンがすんでいるチキュウケンが、ウチュウのはじまりの

まえからある、ウチュウジンのコンピューターのイチブだとはかんがえたくはないが。

セイシンブンセキもジカンリョコウのイッシュであろう。ニンゲンがつくりだしたジン

コウチノウのブヒン（コンピューターのブヒン）である「キバン」は、ニンゲンがつく

りだしたトシににている。ニンゲンのブンカがあらわれているのだろう。チキュウジン

のはたじるしはいまのところそれであろう。

　

よんジュウニ

　

セイシンブンセキはジカンリョコウだとかいた（●よんジュウイチ）。なぜそうかという

と、イライシャのこどものころや、あるカコのタイケンにさかのぼってはなしをすすめ

るからである。

わたしのばあい、オンガクにこだわっていたことがあった（いまでもこだわっているか

もしれない。）。それはまえにかいたが（●『オ』ヒャクよんジュウ）、わたしがヨウチエ

ンにいっていたときにオルガンであるうたをひけなかったから、そういうことにこだわ

るのだろう。「ド」のイチがわからなかったのだ。それからチュウガクセイになり、バン

ドブームをみてバンドをはじめた。それからはたちくらいまでバンドをやっていたが、

ジブンのキョクがあまりつくれていなかったので、サンジュウイッサイになってまたつ

くりはじめた。それから、サイキンになって、オンガクのタンカ（カカク）がやすくなっ

ているのをみつけて、すこしやるきがなくなった。まぁしかたがないとおもう。

イラクセンソウにいったガッシュウコクのヘイシのなかのイチブもフテキオウをおこし

ているときく。つまりイラクセンソウのタイケンがショウゲキテキだったのだろう。なか

23



には、イラクセンソウにシュツゲキしたヘイシのなかには、つみのイシキをもっている

ひとがいるかもしれない。あまりにセイカクがやさしいと、ひとをころしたことにつみ

のイシキをもったりするだろう。だから、そういうことをあがなうヒツヨウがでてくる。

むかしはシュウキョウがそれをたすけただろう。しかし、シュウキョウのスイタイとと

もにフロイドセンセイのセイシンブンセキがでてきた。いまではカウンセリングなんて

いうのもある。カウンセリングにはいろいろなシュホウがあるが、セイシンブンセキは

セイシキにクンレンされたひとがやることになっている。そこでのジカンリョコウテキ

ないやしかたでもいいのではないか。セイシンブンセキはおもにカコへだが、ミライへ

というのもあるだろう。「そうじゃなかったひ（アナザーデイ）」をいきてみるというこ

とではないか。

　

よんジュウサン

　

チキュウがもえていて、ニサンカタンソができたから、そのシゲンをつかってショクブ

ツができたのだろう。ニッコウもとどいていたんだろう。スイソがあれば、やがてみず

もできそうだ。そして、ショクブツがタンソをためたところで、タンソとサンソをエネ

ルギーにしたドウブツができたとおもわれる。

セイメイはみずのなかでできたというビデオをみたことがあるが、ニサンカタンソとス

イソで、タンソとみずをつくるタンジュンなくみかえがはじめだったのではないか。そ

れから、サンソをエネルギーにしたサイボウができたのだろうが、どうやってうごくも

のができたのかはわからない。おおきくみれば、サンソとミズをたくわえて、タンソを

だせばセツメイがつく。さきにセツメイしたように、イシキがあると、ジカン（ウゴキ）

もカノウになる（●よんジュウイチ、『よ』サンジュウニ）。どこかからユニュウしたのか

もしれない。サイボウがどうできたかというより、イシキがどうできた（またははいっ

てきた）かをセツメイするホウがいいかもしれない。

ゲンシがうごいているとすれば、イシキにハッテンしたというセンもかんがえられる。

つまり、ゲンシがセイメイのもとということだ。そうすると、ウンドウイコール エネル

ギー わるシツリョウ（●『よ』サンジュウニ）であるから、ゲンシのうごき イコールエ

ネルギー わる シツリョウとなる。

もっともエネルギーがあるのはシツリョウのちいさいスイソかもしれないし、ほかのゲ

ンシかもしれない。ジカンイコール エネルギー わる シツリョウであるから、ジカン イ

コールゲンシのうごきだ。ジカンは、エーからビーにうごくことだ。

ひょっとしたら、ゲンシがうごいているとすれば、ゲンシのうごきはなにかによってニ

ンシキされたのかもしれない。ニンゲンはニンシキカノウなのだろうが、ほかのチキュ

ウジョウにあるなにかが、ゲンシのうごきをニンシキしたと。だからうごくということ

がニンシキされるゲンシイシキがあったとスイソクできる。ゲンシイシキによって、ゲ

ンシのならびかたがトウセイされたのかもしれない。そうすると、サイボウのようなも

のをつくることができるかもしれない。それよりさきにイデンシができたかもしれない。

いってみれば、ゲンシイシキがイデンシをかきはじめたわけだ。ツウシンキロクににて
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いる。

いまのイデンシをもつニンゲンはコンピューターとかリョウリとかをつくるかもしれな

いが、ゲンシイシキはドウショクブツのサイボウをつくっていた。それだけのちがいだ。

ゲンシイシキがどこにあるのかわからない。ニンゲンのイシキだってわかっていないと

いえばわかっていないだろう。ひょっとしたら、ウチュウのどこかのサーバーからよみ

だしているのかもしれない。ただひとついえることは、ジカンをニンシキするヒツヨウ

がある。

ゲンシイシキのつくったイデンシはのこっている。いまでもそれはつかわれている。とい

うことは、ゲンシイシキもケンザイなのかもしれない。ゲンシイシキがドウブツやショ

クブツをつくった。ニンゲンもイデンシソウサをできるようになったが、まったくあた

らしいドウブツやショクブツはつくれていないだろう。だからニンゲンのイシキよりも、

ゲンシイシキのホウがすすんでいるのかもしれない。

イデンシソウサのモンダイは、なかったキロクをつくりだしてしまうことだ。それがす

すむと、シンカのコウテイがみえなくなる。だれかのジッケンキロク（つくられていれ

ば）をサンショウするヒツヨウがでてくる。

　

よんジュウよん

　

ウチュウひとつがサイボウひとつのようになっていたら、やがてとなりにもウチュウが

あるとなるかもしれない。ニンゲンがカガクをハッテンさせて、ウチュウのセッケイズ、

イデンシをかければフクセイがカノウになるかもしれない。

よんジュウゴ

　

ニホンジンは、そのはなしがただしいか、まちがっているかをハンダンするのがジョウ

ズかとおもう（ガッコウで［ただしい］こたえをだすことをおそわるからだ。トウアン

にサンカクとかゴジュウまるがつくことはすくないだろう。）。が、ベンショウホウもい

いとおもう。

つまり、エーとビーをギロンして、シーというこたえにいたることだ。しかし、キョウ

イクのコウカがあってか、エーがただしいか、ビーがただしいかになりそうなきがする。

ヤトウのコッカイシツモンをみていて、イーというケツロンにもっていきたいのだろう

けど、ヤトウがコッカイをクウテンさせて、ムダなかねをつかっているというエフのこ

たえがみえてしまう。どうもベンショウホウがわかっていないようだ。

　

よんジュウロク

　

よくヒコーキにのると、「コーヒーにしますか、コウチャにしますか。」ときかれる。そ

こでコーヒーをえらぶと、コーヒーをえらんだセキニンがうまれる（●『よ』ヒャクニ

ジュウロク）。
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ゲキやすのショクドウにはいったんだから、おいしくなくても、おまえがわるいともい

われる。ケッコンもそうだ。だれかをえらんでケッコンして、「あいつのタイドがわるい

んだ。」とかモンクをタニンにもらすと、キョクロンすれば、「（えらんだ）おまえがわる

いんだ。いやならわかれろ。」となる。おみあいケッコンでカゾクになったのなら、そう

いうことをいっても、「まぁまぁ、おくさんもがんばっておられるから。」ととりもたれ

る。だから、アンガイえらばないホウがアンシンかもしれない。いいわけができるから

だ。まわりもそんなにつめたくしないだろう。

だから、センタクではなくてエンがダイジなのだとおもう。なにもかもえらぶのなら、カ

ンゼンにジコセキニンである。キョウドウタイがよわくなったというのは、ケッコンの

しかたがかわったからかもしれない。

　

よんジュウなな

　

このまえガッキをかった。ガッキというものは、ベツにきえてなくならないが、それを

ショウヒといったりする。「コトシはショウヒがよわい。」などということがある。ゼン

タイのうりあげがおおきいホウがよいとされているから、そういうことをいう。しかし、

ロウドウリョクにはかぎりがあるから、どこまでもうりあげられるわけでない。

ところで、セイフがガッキをかうことをなんというか。「ムダづかい」というのもイチリ

あるが、そういうのを、「コウキョウトウシ」というだろう。ただ、ジッサイにはガッキ

をかうことは、すくないだろう。ダイタイたてものとかドウロだ。それにトウシすると、

ドケンやがもうかるというわけだ。しかし、それにハンパツするこえもある。たてもの

やドウロをつくってもしかたないと。「そのブンヨサンをサクゲンしろ。」といったりも

する。

わたしのばあいのガッキもそれににている。トクにやくにたつとはかぎらない。しかし、

なぜだかかいたいとおもう。ベツにケイキタイサクをイシキしているわけではないが、

そういうやくにたつか、やくにたたないものにトウシする。わたしイガイにも、そうい

うコウキョウトウシをしておられるかたはいないだろうか。

　

よんジュウハチ

　

なにかをもやすとどうなるか。「はい」になるというひともいるかもしれない。しかし、

「はい」だけだろうか。「ひかり」もでる。つまり、「はい」はとりあえずおいといて、「ひ

かり」がでるわけだ。「ひかり」とはなにか。「ひかり」もものだろう。つまり、コタイを

「ひかり」にかえるのが「やく」ということである。それなら、「ひかり」をコタイにでき

ないか。あまり、そういうことはいわれないが、「ひかり」がものだとすると、カノウだ

ろう。

「ひかり」にするときには、「ネツ」がでる。ギャクにレイキャクしたらどうか。「ひか

り」をひやしてコタイやエキタイにするのである。ただ、タブンもやすときにセンドと
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かのネツがでるから、マイナスセンドくらいくらいひやさないと、コタイやエキタイに

できないとおもわれる。ウチュウクウカンでも、そんなテイオンではないだろう。なに

しろ、「ひかり」がとどくのだ。もしかしたら、ウチュウのガイエンでは、「ひかり」がた

まってひやされ、コタイやエキタイになっているかもしれない。そのコタイやエキタイ

をサイドウチュウのチュウシンにもどせば、ウチュウのリサイクルがカノウだろう。

　

よんジュウキュウ

　

「カガク」はちがいをみるものであろう。ジンタイのハイとカンゾウはちがうというぐあ

いにである。あるはなエーとビーもちがうだろう。そうやってこまかくみてちがいをカ

クニンする。しかし、セイブツだったら、イデンシのくみあわせテイドにしかちがいは

ないだろう。つまり、イデンシのくみあわせをすべてしらべたら、ちがいをみるセイブ

ツガクはおわりである。

カガク（ブンシをつかう）も、ブンシのくみあわせをすべてしらべたら、おわりである。

ただそれをしらべることもないのだろう。ケンキュウザイリョウがなくなってしまうか

らだ。ブンガクもおわりではこまる。しかし、ニンゲンがやらなくても、エーアイがやっ

てしまうカノウセイがある。そうしたら、つまらないニチジョウがやってくるだろう。

そうすると、「しらぬがかち。」である。あまりにすすんだら、「ダツチ（チからぬけるこ

と、●『ア』ヒャクロクジュウシチ）」するのである。コジンテキな「フンショコウジュ」

といってもよい。

　

ゴジュウ

　

ことしはむくどりがわたしのヘヤのそとにすをつくった（●サンジュウサン）。それだと

ひなをそだてるのがフツウだろうが、なかなかひなのこえがきこえない。だから、そだ

てないのかとおもっていた。レイネンよりおそかったからだ。それでもやっぱりロクガ

ツジュウイチニチには、ひながかえった。レイネンよりニシュウカンからはつかおそい。

ニジュウロクニチにはひながおもてへでてとびたとうとしていた。ちょっとまえのよう

に、ないていなかったからようすをみた。みていると、わたしがせかしてしまったかも

しれないが、にわともとんでいった。おやどりもそれからはそばにくるものの、すにち

かづかなくなった。とりあえずよかったである。

　

　

　

　

　

スーペリアーをみつけた。シドクバン
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